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要　ࢫ　子どもたͪの੡作෺やඳը作品を୯にؑ৆するといͬたैདྷ型の展ࣔ方法や作品展では，親が作
品をࡱ影することなどに集中してしまい，子どもの学びや過程を఻えることが೉しい。そこで，親が子ど
もの表現や作品を理解できるような作品展のあり方をߟ࠶した。親子で一ॹに活動するといͬた新しいス
タイルの作品展の実施によͬて，親の子どもの表現へのଊえ方や親のҙࣝの変容が໌らかになり，ࠓ後の
Մೳੑがࣔࠦされた。

Ωʔϫʔυ　作品展　親子　親の଄形ҙࣝ　表現理解

̍　໰୊ͱ໨త

　༮ஓԂや保育所等の施設では，子どもたͪがී段の
保育の中でつくͬた੡作෺やֆなどの作品（以下，作
品とࣔす）を展ࣔする「作品展」がاըされ，実施さ
れている。子どもたͪがつくͬた作品などを展ࣔする
展ཡ会については֤Ԃによͬて名শがҧい「作品展」

「଄形展」などのݺশがあるが，本研究においては「作
品展」と౷一する。
　作品展は୯に子どもたͪの作品などを親などにݟて
もらうことͩけが目的で実施されているのではなく，
親などにそれらをݟてもらうことを通して，子どもの
学びや成長を知ͬてもらうことが目的である。しか
し，作品展の現ঢ়と܏向について村田（2015）は「巧
੿をൺֱする場になͬてしまͬていること，保育者の
表現活動の場になͬてしまͬている」１と指ఠしてい
る。
　この指ఠからも作品展の実施においては作品の上
ख，下खといͬたݟөえにয点があたり，本དྷの子ど

もの学びや成長を親に知ͬてもらうといͬたͶらいを
ಘることがࠔ೉である。なお，本研究に親について
は，子どものཆ෕฼といͬた親のみではなく૆෕・૆
฼といͬた保ޢ者なども含Μͩものとする。
　そこで，本研究では子どもたͪの作品を୯にؑ৆す
るといͬたैདྷ型の展ࣔ方法や作品展のあり方ではな
く親が子どもの表現や作品を理解できるような作品展
のあり方をߟ࠶し，子どもの表現へのଊえ方や親など
へのҙࣝの変容を໌らかにするものである。

඼లʹؔ͢ΔΞϯέʔτௐࠪ࡞　̎

　ච者は保育者を対৅として作品展についてたずͶた
アンケートௐ査を行い26名の保育者（ճ౴者の所属に
ついては༮ஓԂ３名，保育所17名，こどもԂ５名，そ
の他・小学校１名）からճ౴をಘた。

（１）アンケートのௐ査֓要
　ௐ査実施方法はウΣブアンケート（Forms）を࢖用
し実施した。アンケートの実施ظ間は2023年11月１日
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から17日までの17日間実施した。保育者へのアンケー
トの࣭問項目は　４項目である。̡ ࣭問１ʳからʲ࣭
問５ʳは所属や運Ӧ฼体，࢓事の内容，ۈଓ年数など
であり，̡ ࣭問６ʳは作品展をするҙຯ・ҙٛについ
て，̡ ࣭問７ʳは作品展を実施するにあたり೰Μでい
ることや໎うことなどについて，̡ ࣭問８ʳは作品展
を通してݟていたͩく親の方に఻えたいこと，̡ ࣭問
９ʳはその他（作品展に関することなどࣗ由にお書き
くͩさい）をࣗ由記ड़でたずͶた。なお，本アンケー
トの実施に際し，ݸ人が特定されるような内容は含ま
れていないこと，作品展のありようやそれに関Θる保
育者のߟえを໌らかにするために研究・ௐ査している
ことをઆ໌した上でճ౴をಘた。記ड़式のճ౴につい
ては，誌面の関܎上一部ൈਮして記載している。表記
は原文のままである。

（２）アンケート݁果
　̡ ࣭問６ʳの作品展をするҙຯ・ҙٛについてたず
Ͷた࣭問では，ʮ೔ʑͷอ育ͷதͰ੍࡞ͨ͠࡞඼Λɼ
ԂશମΛ௨ͯ͠อͯݟʹऀޢ΋Β͏ػ会ʯ（公ཱ保育
所・෭୲೚・２年），ʮࢠͲ΋͕଄ڵʹܗຯΛ΋͖ͭͬ
͔͚ʹͳΓɼऔ૊Ή͜ͱͰૉࡐͷੑ࣭΍ಓ۩ͷํ͍࢖
Λ஌Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δʯ（公ཱ保育所・ओ୲೚・28年），

業保育所・ओا）「ΒΕΔ͡ײͰࢠͲ΋ͷ育ͪΛ਌ࢠ」
୲೚・25年），ʮ্ख͍ԼखͰ͸ͳ͘ɼ͍ࢥͨͬ࡞΍എ
Δ͜ͱʯ（小学校・教་・15年）といͬたよう͕͋ܠ
に子どもの学びや成長を親に知ͬてもらうػ会として
作品展のҙຯやҙٛをߟえている保育者がいた。しか
しながら，ʮྫ߃行ࣄͳͷͰɼํ࢓ͳ͍ʯ（公ཱ༮ஓ
Ԃ・ओ೚・30年）というようにやらなけれ͹いけない
から実施しているというようなҙݟがあͬた。
　̡ ࣭問７ʳの作品展を実施するにあたり೰Μでいる
ことや໎うことなどについてたずͶた࣭問では，ʮ࡞
඼ͷ࣭ʯ（公ཱ保育所・෭୲೚・２年），ʮͲ͜·Ͱࢠ
Ͳ΋ͷࣗओੑΛ大ࣄʹ͢Δ͔ɻग़དྷө͑ʹͩ͜ΘΓ͢
͗ͯ͠·͏໘͕ग़͖ͯͦ͏ʯ（公ཱ保育所・ओ୲೚・
２年），ʮͲͷ͘Β͍ಉ͡࡞඼ʹ্͛࢓Δͷ͔ɻੑݸΛ
Ͳ͜·Ͱ͛޿Δ͔ʯ（ا業保育所，෭୲೚，１年），ʮͲ
͜·ͰखΛՃ͑ํͤݟΛ޻෉͢Δ͔ʯ（こどもԂ，10
年）というように作品の出དྷөえや完成౓について，
どれͩけ保育者のखをՃえるのかなどの೰みがあͬ
た。そのഎܠには，作品展における子どもの作品の出
དྷөえをみてしまう親のݟ方やߟえが大きく影響して
いるといるͩろう。
　̡ ࣭問８ʳの作品展を通してݟていたͩく親の方に

఻えたいことについてたずͶた࣭問では，ʮࢠͲ΋͸
͜Μͳʹ΋ૉఢͳ発૝΍͑ߟΛ͍࣋ͬͯΔ͜ͱΛ఻͑
͍ͨͱ͏ࢥʯ（ཱࢲ保育所・ओ೚・13年），ʮ࡞඼Λͬ࡞
͍ͯΔͱ͖ͷࢠͲ΋ͷ͍ࢥ΍աఔΛ఻͍͖͍͑ͯͨʯ

といͬた作品展でؑ৆（業保育所・ओ୲೚・25人ا）
する際の親のݟ方や作品のଊえ方についてのئいが
あͬた。
　̡ ࣭問９ʳの「作品展に関することなどࣗ由にお書
きくͩさい」とたずͶた࣭問では，ʮอऀޢΛҙࣝ͠
ͯ行͍ͬͯͨ͜ͱ͕ଟʑ͋ͬͨʯʢا業保育所・ओ୲
೚・25年）ʮٛ຿ʹͳ͍ͬͯͯ΄͔ͷ༡ͼ͕ग़དྷͳ͘
ͳͬͯ͠·͏͜ͱ͕͠ΜͲ͍ʯ（ا業保育所・ओ೚・
２年目）など作品展について，子どもではなく親の目
をҙࣝしてしまうことや展ཡ会を行うことがෛ୲に
なͬているといͬたҙݟがあͬた。

（３）作品展で目指す学び
　これらの保育者によるアンケート݁果から保育者は
作品展において表面的な作品の出དྷөえではなくつ
くͬた過程や子どもの૝いなどを知ͬてほしいとͬࢥ
ていることがΘかͬた。また，保育者が作品展を実施
する上でのҙࣝに親の子どもの作品に対するݟ方やଊ
え方が大きく影響を及ぼしていることが໌らかになͬ
た。
　村田（2015）もまた作品展に対する親のଶ౓や作品
に対するଊえ方について「子どもの言༿にࣖを܏け，
そこにࠐめられた子どものࢥいにΏͬたりとدりఴう
大人の姿に出会うことはগなく，子どもの作品をどの
ように読み取れ͹ྑいのか，分からずに戸࿭ͬている
ようにもݟえる。また，出དྷөえのྑしѱしに目を向
け൷ධしたり，他の子どもとൺֱして༏ྼを付けたり
といͬた保ޢ者，Ո଒が多いように͡ײる」２とड़΂て
いる。
　これらのことからも作品展において，親に子どもた
ͪの作品をݟөえなどではなく理解してもらうことが
ॏ要である。
　ۙ年，༮ஓԂや保育所等の施設では保育の記録ͩけ
ではなく，遊びの中にある学びのプロセスをՄ視化す
るためにドキϡϝンテーγϣン（Reggio Children, 
2017）３とݺ͹れる保育記録が用いられている。ドキϡ
ϝンテーγϣンとは保育者によͬて子どもの言༿や活
動の過程，作品等がࣸਅやテキストなどのख段で記録
されてまとめられたものである。それは，教職員の
ϛィーティングのためのૉ材として࢖Θれたり，子ど
もとڞに活動したり，Ոఉとのίϛϡχケーγϣンの
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ಓ۩にもなͬている。作品展においても，たͩ୯に作
品などの০るのではなく，展ࣔの際に過程がΘかるド
キϡϝンテーγϣンなどのようなつくられたプロセス
がΘかる掲ࣔ෺等が作成されている。しかし，それら
を親ࣗ਎がݟて，子どもの作品や姿をଊえ，理解して
いるのかについては໌らかでない。
　ච者は親子での「表現遊び」の実践（吉川，2016）４

から親のこと͹かけやҙࣝが子どもの表現（ओに଄形
表現）に༩える影響や関連ੑについてௐ査し，親子が
ものつくりの場や「表現遊び」をڞ༗することで，親
の子育てに関するෆ安材料（ҙࣝや関༩方法）を取り
除き，親ࣗ਎も場をָしむことで子どもの表現理解に
つながるࣔࠦをಘている。
　そこで，親が子どもの表現を理解するखཱてとし
て，作品を展ࣔするैདྷの作品展ではなく，親子がڞ
に଄形活動を行い，そこでの親の子どもの表現に対す
るҙࣝの変化について検討をおこなͬた。

̏　ʮࢠͲ΋ͷੈքలʯͷ֓要

　K大学附属༮ஓԂでは令和４年౓から子どもたͪが
つくͬた作品を০るといͬた作品展の名শを「子ども
のੈք展」に変ߋし，作品展の展ࣔや内容を変えてい
る。令和４年౓に実施した「子どものੈք展」では୯
に作品を展ࣔするのではなく，遊びながらつくる作品
などを展ࣔした。遊びながらつくͬていく作品の展ࣔ
であるため，作品は遊Μでյれてしまͬていたものも
あͬた。よͬて，親にとͬて作品のݟ方について理解
することが೉しく，出དྷөえに目が行きがͪになͬて
しまうঢ়況があͬた。

（１）作品展の課題－保育者のインタビϡーより－
　例年実施してきた作品展のスタイルから展ࣔの方法
を変׵したԂの実践として，K大学附属༮ஓԂのK保
育者にインタビϡーを行ͬた。なお，インタビϡーに
ついては2023年11月６日，17時よりK大学附属༮ஓԂ
にて１時間程౓行ͬた。なお，インタビϡーについて
はボイスϝϞで記録し，AIԻ੠認ࣝ文字ىこしサー
ビス「Notta」をར用し書きىこした。

ݟͲ΋͕ͭͬͨ͘΋ͷΛϦζϜࣨʹฒ΂ͯɼࢠ　
ͯ΋Β͏ΜͰ͚͢Ͳɼอ͕ऀޢͲΜͳ;͏ʹ࡞඼
Λ͍ͯ͡ײΔͷ͔ͳͱ͔͍ͨͯݟͯͬࢥΒɼه೦
Ͳ΋ͷࢠӨͷ࣌ؒʹͳͬͯ͠·͍ͬͯͨɻͦͷࡱ
ͱ͔ɼ͍͏͜ͱ͡Ό͕͍ͯͬ͋ࢥ඼ʹͲ͏͍͏࡞

ͳͯ͘ɼͦͷ࡞඼ΛࡱΔ࣌ؒͰ͋ͬͨΓɼ࡞඼ͷ
ԣͰʮ͸͍ɻฒΜͰฒΜͰʯͱهͯͬݴ೦ࡱӨͷ
࣌ؒʹͳͬͯ͠·͍ɼ࡞඼లͬͯԿͩΖ͏ͬͯ
඼ʣʹ͸͜Μ࡞Ͳ΋ͨͪͷࢠɻ͜Εʢ͍ͨͯͬࢥ
ͳ͡ײͰͭ͘Γ·ͨ͠ΑΈ͍ͨͳ΋ͷ͸ࣸਅͰऩ
ΊɼͦΕʹਧ͖ग़͠Λ͚ͭͯɼͦͷ࡞඼ͷԣʹஔ
͍ͯ͸͍Δ͚ΕͲ΋ɼͦͷશ員෼ͷڙࢠͷҰͭͣ
ͭͷ࡞඼ʹͦΕΛ͢Δͷ͸ɼແཧͳͷͰɼԿͱͳ
͘ͷྲྀΕ͚͔ͩ͠ॻ͍ͯͳ͍ɻͨͩɼͦ͜ʹ໨Λ
ײ΋͓Ε͹ɼʮ;ʔΜʯ͙Β͍ͳऀޢΔอ͍͚ͯ޲
͡ͰྲྀΕ͍ͯΔਓ΋͍Δɻ·ͨɼ࡞඼͸͋Μ·Γ
ͷ͜ࢲʮ͖ͯɻ͖ͯɻ͕ڙࢠຯ͕ͳ͍Α͏Ͱɼڵ
Εʯͱ఻͑ͯ΋ɼʮ͏Μʯ΍ʮ͔Θ͍͍΍ΜʯͳͲ
ͷ൓ԠΛ͍ͯͨ͠ɻ·ͨɼอ育ऀ͸݄̕຤Ͱ学ੜ
ͷ༮ஓԂ実श͕ऴΘΓɼ10݄ʹ͸͍Δͱ࡞඼లʹ
඼ల·Ͱʹͭ͘Βͳ͚Ε͹͍͚ͳ͍ͱ࡞ɼ͚ͯ޲
͍ͱ͍͏ΠϝʔδͰ࣋ͬͯ͠·͍য͍ͬͯΔɻ

　以上のようなインタビϡーからK大学附属༮ஓԂで
の子どもの作品をฒ΂てؑ৆する作品展の形式では，
子どもの表現したことが親に఻Θりにくいなどの課題
があͬた。
　子どもたͪがつくͬた作品などを展ࣔしؑ৆するス
タイルでの作品展を行なͬていた際に親は子どもの作
品のࣸਅをࡱ影したり，作品と一ॹに記念ࡱ影するこ
とに集中しており，子どもたͪがつくͬた作品そのも
のにあまり目を向けていない܏向があͬた。また，保
育者ࣗ਎も作品展には「ཱ೿なものを展ࣔしないとい
けない」というイϝーδがあͬたようである。そのた
め，଄形表現にۤखҙࣝがある保育者にとͬてෛ୲が
大きく，作品展に向けて子どもたͪとڞに作品づくり
に௥Θれてしまい，子どもと一ॹに表現するָしさに
ຯΘうことができていなかͬた。そのようなঢ়況から
作品展そのものの形式や内容についてԂ内でݟ直しが
行Θれた。

（２）親の方への表現理解にむけて
　令和５年౓の「子どものੈք展」では，親子一ॹに
活動をָしむことで，活動の中での子どもの気づきや
言༿をௌいて͡ײてほしいと実施内容がاըされた。
親に子どもたͪがどΜなࢥいで，どΜな༷子で，どΜ
な表৘で作品をつくͬているのか͡ײ，知ͬてもらう
ために，まず子どもたͪのࢥいを実ײし，表現に対す
る新たな気付きを知ͬてもらうඞ要があͬた。そこ
で，子どもの表現についての親の理解がಘられるよう
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に，大学の教員（ච者）と連ܞし，親子で଄形活動を
ָしむ体験型プログラムを実施した。また，ච者によ
る親を対৅とした「子どもの表現とは」についてのߨ
和を行い，「子どもの姿をみること」「なͥ親子で一ॹ
に遊Ϳҙຯがあるのかについて」のઆ໌を行ͬた。そ
の際に，親に対して，子どもの活動を親がੵۃ的に

「これ，やろう」「あれ，やͬてみよう」と༠うのでは
なく，子どもたͪがどのように͡ײるのかをݟて，Կ
をͬࢥたかなどの子どもの੠をௌき，姿をݟてほしい
ことを఻えた。また，子どもたͪとಉ͡目ઢで一ॹに
ָしさや面നさをڞ༗してほしいことを఻え，活動を
࢝めた。

（３）実施日
・2023年10月23日（月）５ࡀ児クラス
Ճ者：子ども27人，親27人ࢀ　
・2023年10月24日（Ր）４ࡀ児クラス
Ճ者：子ども25人，親25人ࢀ　
・2023年10月27日（ۚ）３ࡀ児クラス
Ճ者：子ども19人，親19人ࢀ　

（４）実践内容
　֤クラスの内容については「ޫと影」をテーマに֤
クラスの୲೚とڞに内容を検討した。テーマとした

「ޫと影」について，ච者が2019年にࢀՃしたϨッ
δϣ・Τϛリア༮児教育研修πアーでアトリΤスタに
よるޫと影のワークγϣップを体験した経験から，ޫ
や影をͬ࢖た遊びが子どもたͪのओ体的な遊びや୳究
をҾき出すためのॏ要な要ૉであるとした。また，高
松市内の༮ஓԂ等で実践（吉川，2022）５からண૝をಘ
ている。
　Ϩッδϣ・Τϛリア・アプローチはアートの創଄的
な行ҝによͬて，طଘの੍౓や࿮組みを超え表現活動
の基ૅをつくり出している。そのため，Կかをつくり
あ͛ることが目的ではなく，子どもたͪࣗらの行ҝや
出会ͬた現৅，日ʑの出དྷ事にҙຯをݟ出すことを大

੾にしている。それはもの・ڥ؀・他者との多༷な対
話によͬて生み出される「問い」から子どもたͪの୳
究活動が生まれている。
　Ϩッδϣ・チルドϨン（2008）において，ޫ，৭࠼，
ૉ材，Ի，におい，ඍ気ީなどはۭ間の෺࣭的な࣭と
してߟえられており，このような֮ײ的知֮（ޫ，৭
を高めるため֮ײڞԻなど）は人間形成にඞ要な，࠼
の題材の要ૉとして多く用いられている。６

ᶃ青組・５ࡀ児「ILLUMMEのੈք―ޫをつくͬて遊
ぼうʂ―」

　Panasonic社が現在，開発している「ILLUMME」
というLEDライトを࢖用。プログラϛング「Scratch」
を࢖い，この「ILLUMME」をޫらͤ，いろいろな৭
やޫりをしたۭ間の中で遊Ϳ。親子でこのۭ間に入り
ながら，ಉ͡৭のੈքを͡ײ，਎体を動かして遊Ϳ。

ʢࣸਅ̍ʣ
　材料：木材で੡作した「ILLUMME」用の部԰（サ

イζ：1.5m×1.5m），マット，෍（ന，ԫ৭，
੺），アクリルボックス，アクリルੵみ木，
セロϋン

ᶄ੺組・４ࡀ児「҉ҋアートのੈքで遊ぼうʂ」
　「҉ҋはこΘいʁそれともワクワクʁ҉ҋに৭はあ
るかしらʁ」と，҉ҋのۭ間の中でブラックライトを
。て৭や影で遊Ϳ。҉ҋの中の৭のੈքをָしむͬ࢖

ʢࣸਅ̎ʣ
　材料：໛଄ࢴ，チϣーク，ޫܬγール，ંޫܬり

ブラックライト，テープなど，ࢴ
ᶅԫ組・３ࡀ児「ライトίップをつくͬて遊ぼう」
　プラスチックのίップをͬ࢖てライトをつくる。セ
ロϋンなどを組み合Θͤてషり，どΜな৭になるの
か，ޫらͤてָしΜͩ。つくͬたライトίップをฒ΂
てみたりして，遊Μͩ。また，༷ʑなものにライトを
あてて，どΜな෩にޫるのかいろいろなޫらͤ方を୳
す。ʢࣸਅ̏ʣ

ࣸਅ̍ɿ̑ࣇࡀΫϥε ࣸਅ̎ɿ̐ࣇࡀΫϥε ࣸਅ̏ɿ̏ࣇࡀΫϥε
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でճ౴をಘている。記ड़式のճ౴については，誌面の
関܎上一部ൈਮして記載している。表記は原文のまま
である。

（２）アンケート݁果
ʲ࣭໰̍ʳࢠͲ΋ͷදݱʹ͍ͭͯ印৅ʹ͍ͯͬ࢒Δ͜
ͱ͕͋Ε͹教͍͑ͯͩ͘͞ɻ
・お༑ୡとಉ͡遊びをしていても，ࣗ分がҧう方法で

遊ͿのがほΜとうは޷きなのに遊び方が間ҧえてい
るのではないかとෆ安な༷子になる時がありまし
た。決まͬた遊び方ではなく，ࣗ分のやりたい方法
でࣗ৴をもͬて遊΂るようにもͬと๙めてあ͛たい
とࢥいました。（５ࡀ児）

・݁果や出དྷ栄えにこͩΘるのではなく，その過程の
中での༷子を大੾にするということ。（４ࡀ児）

・子ڙの作品出དྷөえに目がいきがͪになるけど，݁
果ͩけをみるのではなく，子ڙに৭ʑな表現や体験
をさͤて，子ڙがԿかを͡ײられるものを૿やして
いくことが大੾ͩということが印৅に残りました。

（児ࡀ４）
ுͬたのかのؤが活動を通してどこをڙ日は，子ࠓ・

過程をݟるためのもの。༮児ظはίップにਫをஷめ
るようなもので，Ҳれ出るまでݟれない，Θからな
いからこそ，容ثを大きくする，いろΜなものを入
れることが大事。（３ࡀ児）

ʲ࣭໰̎ʳ׆ಈʹࢀՃͯ͠ͷײ૝ͳͲ教͍͑ͯͩ͘͞ɻ
・子どもがָしΜでいる༷子がݟられて，ྑい時間に

なりました。子どもओ体で遊Ϳ上で，親の関Θり方
が೉しく͡ײました。どこまで提案したり༠ͬたり
してもྑいものか，遊びにおける親の໾ׂやී段の
関Θり方についてもߟえさͤられました。（５ࡀ児）

　材料：プラスチックのίップ，セロϋン，ボンド，
マδック，LEDライト，トϨース୆，רき
段ボールなど

（４）౰日のྲྀれ
ᶃ時間：９時05分：は͡めに（親のみ）
　ච者より活動内容のઆ໌を実施。また，表現に関す
るଊえ方や子どもの表現のݟ方・かかΘり方について
話をした。
ᶄ時間：９時25分：表現遊びの時間（子ども・親）
　֤クラスによͬて内容を決定している。
ᶅ時間：11時00分：語り合いの時間（親のみ）
　ච者，附属༮ஓԂ教಄及び֤クラスの親と活動につ
いてৼり返り，ҙ׵ަݟを行ͬた。ʢࣸਅ̐ʣ
ˎ時間は目安であり，活動内容やਐ௙ঢ়況によͬて一

部，変ߋした。

̐　਌ͷҙࣝͱมԽ

（１）アンケートௐ査֓要
　本アンケートはK大学附属༮ஓԂが実施した令和５
年౓「子どものੈք展」にࢀՃした41名の親（５ࡀ児
17名，４ࡀ児18名，３ࡀ児９名）からճ౴をಘた。親
へのアンケートの࣭問項目は４項目であり，問１から
問４は「子どものੈք展」へのࢀՃに関する࣭問であ
り，全てࣗ由記ड़とした。
　࣭問内容について，࣭問項目は以下４つである。

࣭໰̍ɿࢠͲ΋ͷදݱʹ͍ͭͯ印৅ʹ͍ͯͬ࢒Δ
͜ͱ͕͋Ε͹教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

࣭໰̎ɿ׆ಈʹࢀՃͯ͠ͷײ૝ͳͲ教͑ͯͩ͘͞
͍ɻ

࣭໰̏ɿ׆ಈͷதͰݟΒΕͨࢠͲ΋ͷදݱ΍ݴ༿
ʹ͍ͭͯɼ印৅ʹ͍ͯͬ࢒Δ͜ͱ͕͋Ε
͹教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

࣭໰̐ɿޙࠓͷʮࢠͲ΋ͷੈքలʯͰ΍ͬͯΈͨ
͍͜ͱ͕͋Ε͹教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

　このアンケートௐ査では「子どものੈք展」にࢀՃ
することでの親の気づきや子どものݟ方の変化につい
て໌らかにすることを目的としている。
　実施方法はアンケート用ࢴに記入またはFormsで集
めた。なお，本アンケートの実施に際し，ݸ人が特定
されるような内容は含まれていないこと，「子どもの
ੈք展」のありようやそれに関Θる親のײ૝やҙݟを
໌らかにするために研究・ௐ査することをઆ໌した上

ࣸਅ̐ɿ̑ࣇࡀΫϥεͷ਌ʹΑΔޠΓ合͍ͷ࣌ؒ
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・形に残る作品ͩけでなく，活動そのものが親子に
とͬてྑいࢥい出になりました。（４ࡀ児）

・ී段子どもと੡作などをする際，どうしても親のߟ
えを఻えてしまͬていたので，ࠓճあまり口出しを
ͤずに一ॹに੡作をできてָしかͬたです。（３ࡀ
児）

ʲ࣭໰̏ʳ׆ಈͷதͰݟΒΕͨࢠͲ΋ͷදݱ΍ݴ༿ʹ
͍ͭͯɼ印৅ʹ͍ͯͬ࢒Δ͜ͱ͕͋Ε͹教͑ͯͩ͘͞
͍ɻ
・子どもがイリϡームでϐンクにরらされた部԰をݟ

て「༯ਫ਼ͩͶ」と話していたのが印৅的でした。৭
の࣋つイϝーδを言語化してくれたことで，子ども
の಄の中をগし೷けたような気がしました。また，
ջ中電౮でরらしたものがরらし方で大きくなͬた
り小さくなͬたりするのが面നかͬたようでԿ౓も
（児ࡀ５）。り返して遊Μでいました܁

・リζムࣨでは߱り注͙ޫに「੺のとき೩えてるʂあ
ついʂとなりの青い部԰にҠろう」とҠ動したり，

「青のときפい」と言ͬて෍を体にרいたり，৭で
Թ౓を͡ײていた。（５ࡀ児）

・ޫるとすごいͶーと言ͬて，ಉ͡γールなのに҉く
なるとどうしてޫるのか気になͬていました。（４
（児ࡀ

・ࣗ分の形をなͧͬて人型を作ͬた後，৭をృͬてい
る時，「遊Ԃ地をपりにඳく」と子どもの中にス
トーリーが生まれ，それをೋ人で作り上͛ていくに
つれて，子どもの表৘がより໌るくָし͛にݟえた
のが印৅的でした。（４ࡀ児）

・セロϋンをإにあてて「青のੈքͩʂ」「電気がい
ͪごͩʂ」と新しい発ݟがあͬたようでした。ֆを
書いたカップをॏͶて，中のカップをճすとֆが動
くようにݟえ，「ચ୕ػʂ」とتΜでいました。（３
（児ࡀ

ʲ࣭໰̐ʳޙࠓͷʮࢠͲ΋ͷੈքలʯͰ΍ͬͯΈ͍ͨ
͜ͱ͕͋Ε͹教͍͑ͯͩ͘͞ɻ
・そこにあるのに৮れることのできない「ޫ」にয点

を౰てたࠓճのプロδΣクトとても面നかͬたで
す。෺࣭的にはଘ在しないけど֬かにଘ在する，೏
い，気࣋ͪなどをߟえるきͬかけになる取り組みは
（児ࡀ５）。しいですخ後もあるとࠓ

・親子で一ॹに取り組むことができる活動ができたら
（児ࡀ５）。しいですخ

ճのように，親子でԿか੍作するのもָしかͬたࠓ・
のでまたのػ会があれ͹ࢀՃしたいです。（４ࡀ児）

Ճしたので，他にはどΜなものがあるࢀճॳめてࠓ・
のでしΐうʜ（４ࡀ児）

（児ࡀ４）てָしむ作品づくりͬ࢖をײޒ・
・例年の子どものੈք展の方がՎの発表をฉけたり，

子ڙの作品をしͬかりݟることができてよかͬたと
（児ࡀ３）。いましたࢥ

・子ڙが作ることが޷きなので，޻作活動がྑいで
す。（３ࡀ児）

　以上のような「子どものੈք展」にࢀՃした親から
ճ౴がಘられた。

（３）アンケートのߟ察
　̡ ࣭໰̍ʳでは，ච者によるߨ和の中で大場（1996）
による「子どもの表現」について紹介した際の話が印
৅に残ͬていたようである。大場は子どもの表現をණ
山にཱݟて，表現の表の字の表しと現の字の表しの２
つの֓念でઆ໌している。７

　ච者はその大場のණ山の例を「ۭのίップ」に例え
なおし，આ໌している。子どもの表現は体験をし，ײ
͡，৺が動くという過程を通しての表現行ҝをॏͶた
݁果であり，Մ視化することが出དྷる。つまり，子ど
もの表現はۭのίップにਫが入り，そのίップからਫ
がҲれた時に表現が生み出されるイϝーδであるとし
た。しかし，子どもの表現はいかにૣくਫをҲれ出さ
ͤることが目ඪとなるのではなく，ίップを大きくす
るということ，そして，Կを入れるかという話を親に
఻えていた。そのため，親子で活動する際には，す͙
に「Կをつくͬた」という表面的なものͩけでなく，
ίップの中にԿが入ͬているのかなどのプロセスをߟ
えたようである。
　̡ ࣭໰̎ʳでは，「親の関Θり方が೉しい」や「ࠓճ
あまり口出しをͤずに一ॹに੡作をできた」とあるよ
うに，一ॹに活動をしながらࣗ分の関Θりについて改
めてߟえていたようであͬた。
　̡ ࣭໰̏ʳでは，さま͟まな子どもの言༿をௌきな
がら一ॹに活動をָしΜでいたようである。その際，
子どもの言༿のҙຯをߟえ，ڞ༗していた。
　̡ ࣭໰̐ʳでは，次年౓も親子での活動を希望する
ҙݟが多かͬた。これらのことからも，親子での活動
をたָͩしむͩけでなく，ҙຯについても親に఻えな
がら行ͬていくことのඞ要ੑを͡ײた。
　また，̡ ࣭໰̍ʳからʲ࣭໰̐ʳのうͪ，親が「子
どものੈք展」にࢀՃして気がついた点やこれまでの
の中から，さらに「親の気ݟえから変化があͬたҙߟ
づき」「親のߟえの変化」「子どものݟ方の変化」の３
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つの視点でアンケートをந出した。
ᶃ　親の気づき
・݁果（作品）ではなく作品をつくる過程を，子ども

と一ॹに੡作することで，なͥこうඳいたか，どΜ
な෩にඳいたかなどが知れた。その時の子どもの気
࣋ͪや表৘も͡ײることができた。੡作，表現ͩけ
でなく子育てにおいても過程を大੾にしてきたいと
（児ࡀ４）。たͬࢥ

・ී段の保育ࢀՃとはͪがいクラスでಉ͡体験をڞ༗
できることでܨがりが広がͬたり，ڞ༗体験がおޓ
いの஥がਂまͬていく。多方面にྑい効果が広がͬ
ていく時間であͬた。（４ࡀ児）

・਎ۙな大人がເ中になること，ָしむことで，子ど
もはԿഒにもָしく೤中できるΜͩなと改めて͡ײ
ました。（４ࡀ児）

ᶄ　親のߟえの変化
・子どもओ体で遊Ϳ上で，親の関Θり方が೉しく͡ײ

ました。どこまで提案したり༠ͬたりしてもྑいも
のか，遊びにおける親の໾ׂやී段の関Θり方につ
いてもߟえさͤられました。（５ࡀ児）

・子どものࣗओੑをଚॏしݟ守る౒ྗをしたいとࢥい
ます。（５ࡀ児）

・最ۙ，່は੍作にはまͬており，༮ஓԂでもຖ日，
いろΜなものをつくͬてもͬてかえͬてきます。い
つもその出དྷ栄えに目がいͬてしまい，中には正直
ʜ（ʁ）とͬࢥてしまうようなものもありました。
しかし，ࠓճ，一ॹにライトίップをつくͬてみ
て，່のָしそうな表৘，作品へのࢥいを知ͬてい
るからこそ “ๅ෺” に͡ײます。出དྷөえではなく，
どΜな૝いがࠐめられているのか。ݟえない部分に
もدりఴいたいとࢥいました。（３ࡀ児）

ᶅ　子どものݟ方の変化
・子どもたͪがそれͧれにڵຯがあることがͪがい，

（児ࡀ５）がとても出ていてྑかͬたੑݸ
・いつもは出དྷ上がͬた作品を他の子とのൺֱをして

しまͬて，つい子ڙがԿを表現したかͬたかという
ことをお͟なりにしがͪでしたが，一ॹにࢀՃして
子どもは子どもなりにߟえてࢲが気付かないような
ところをݟて発ݟしたりͩとかをしてるΜͩなとࢥ
うことができてوॏな経験をできたとࢥいます。

（児ࡀ４）
　以上のような親のアンケートから「親の気づき」「親
のߟえの変化」「子どものݟ方の変化」がݟられた。
親は一ॹに活動することで，子どもたͪの遊Μでいる

姿や言༿から子どもの表現の中にある学びや気づきに
気がついていた。親の言༿からも一ॹに活動したから
こそ，子どもの૝いを知り，作品をݟた時のݟ方その
ものが変化していた。これからのことからも一ॹに活
動することを通して，親の子どもの姿や作品のݟ方が
変化したといえるͩろう。
　活動の中で子どもの੠を「ௌく」ことは，子どもの
えを受け入れるとともに他者との対話を生みߟいやࢥ
出し，子どもの表現を理解することにもܨがͬてい
く。（Carlina Rinaldi, 2006）
　この子どもの੠を「ௌく」ことについて，カルラ・
リナルσィ（2006）は「他者に対してՁ஋を༩えるこ
と，他者に対して開かれていること，そしてその人が
言おうとしていることに対して開かれていること」８と
している。そのため，親子で活動することは，その場
の子どもの૝いを͡ײ取ることで，子どもの表現理解
につながͬたとߟえる。

̑　·ͱΊ

　本研究では子どもたͪの作品を୯にؑ৆するといͬ
たैདྷ型の展ࣔ方法や作品展のあり方ではなく親が子
どもの表現や作品を理解できるような作品展のあり方
をߟ࠶し，子どもの表現へのଊえ方や親のҙࣝの変容
を໌らかにした。K大学附属༮ஓԂで実施した「子ど
ものੈք展」では，子どもたͪの作品をݟるという一
方向的なものではなく親子が一ॹにࢀՃしながら活動
を行うこと，親が子どもの表現を理解するためのߨ
和，親による活動のৼり返りを取り入れた内容を行ͬ
た。これらによͬて，アンケート݁果から「親の気づ
き」「親のߟえの変化」「子どものݟ方の変化」といͬ
たैདྷ型の作品展ではಘられない子どもの表現理解に
つながる学びをಘることが出དྷたといえる。
　しかし，親のҙࣝ変容や子どもの表現理解について
は，一ճੑの活動であͬたため，それらのҙࣝ変容や
理解がܧଓ的に࣋ଓするかはٙ問が残る。
　親子が一ॹに活動することはԂ生活の中でগなく，
一ॹに活動するػ会はあまりないため，親子でڞに活
動できるػ会を૿やしていくඞ要がある。また，保育
者による作品展のアンケートでもあͬたように，作品
展の実施が保育者のෛ୲になͬている場合もある。ࠓ
後は，作品展のあり方についてࠓ後もܧଓしてଊえ直
すඞ要がある。
後の課題として，དྷ年౓の「子どものੈք展」でࠓ　
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は，令和５年౓で実施した「子どものੈք展」でಘた
効果なども౿まえ，より親に఻えたい内容をਫ਼査し，
実施内容を検討していく。

෇ه
　本研究の実施にあたりJSPS　科研අ18K13165「子
どもの表現ྗの֫ಘと形成に関Θる親の学びのための
଄形プログラムの構築と実践」のॿ成を受けたもので
ある。

ँࣙ
　本研究の実施に際して，香川大学附属༮ஓԂの子ど
もたͪやઌ生方をは͡め，「子どものੈք展」にࢀՃ
された保ޢ者のօ༷には多くの協ྗをいたͩきまし
た。ँײਃし上͛ます。
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